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1226世帯
473主人
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まく釣れるかな…
船谷川でマス釣り大会

8
月
1
6
日
、
江
尾
の
舶
谷
川

で
マ
ス
釣
り
大
会
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
船
谷
川
マ
ス
釣
り

大
会
世
話
人
会
（
代
表
　
藤
田

一
男
氏
）
の
主
催
（
後
援
　
江

府
呵
観
光
協
会
）
に
よ
り
行
な

わ
れ
た
も
の
で
、
七
〇
〇
匹
の

マ
ス
が
舶
谷
川
に
放
流
さ
れ
ま

し
た
。江
尾
十
七
夜
を
前
に
、
帰
省

客
の
多
い
こ
の
時
期
に
あ
わ
せ

て
行
な
わ
れ
た
こ
の
マ
ス
釣
り

大
会
に
は
、
好
天
に
も
恵
ま
れ

夏
休
み
中
の
子
供
達
を
は
じ
め

約
三
〇
〇
名
が
参
加
。

思
い
思
い
に
垂
ら
し
た
つ
り

糸
が
動
く
度
に
歓
声
が
あ
が
り
、

そ
の
結
果
に
一
喜
一
憂
、
楽
し

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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平
成
元
年
第
五
回
町
議
会
臨
時
会
は
七
月
二
十
九
日
に

開
か
れ
、
町
長
提
出
の
九
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

報町府江第226号

○
江
府
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
江
府
町
非
常
勤
消
防
団
貝
に
係

る
退
掛
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

＊
退
職
報
償
金
の
額
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

○
江
府
町
集
落
経
常
基
金
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

＊
基
金
の
額
を
改
正
す
る
と
と

も
に
、
基
金
の
額
を
「
増
額
又

は
減
額
で
き
る
」
よ
う
に
し
た

も
の
で
す
。

○
江
府
町
過
疎
地
域
振
興
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

＊
事
業
量
の
変
更
を
行
な
う
も

の
で
す
。

○
平
成
元
年
度
江
府
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）

＊
五
一
、
二
〇
四
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
、
二
、
三
五
三
、
三

〇
五
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
元
年
度
江
府
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）＊
二
、
五
六
八
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
、
三
三
、
二
七
四
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

○
固
定
資
産
評
価
審
議
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

＊
別
　
　
掲

○
助
役
の
選
任
に
つ
い
て

＊
別
　
　
掲

○
収
入
役
の
選
任
に
つ
い
て

＊
別
　
　
掲

行
政
事
業
報
告

◇
◇
◇

○
総
　
　
務

7
月
2
3
日
、
第
1
5
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
を
執
行
し
ま
し
た
。

最
終
投
票
率
は
、
鳥
取
県
選
挙
区

選
挙
が
8
8
・
3
9
パ
ー
セ
ン
ト
、
比

例
代
表
選
挙
が
8
8
・
4
7
パ
ー
セ
ン

ト
で
し
た
。

通
指
導
員
及
び
交
通
安
全
母
の
会

等
の
協
力
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

（
重
点
目
標
）

①
歩
行
中
の
子
供
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止

②
自
転
車
と
二
輪
車
の
交
通
事
故

防
止

③
飲
酒
運
転
と
過
労
運
転
の
追
放

④
暴
走
行
為
の
追
放

を
行
な
い
ま
し
た
。

○
同
和
対
策

7
月
1
7
日
か
ら
川
日
間
、
夏
の

交
通
安
全
県
民
運
動
が
県
下
一
斉

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

街
道
指
導
な
ど
を
各
事
業
所
、
交

7
月
5
日
か
ら
2
日
間
、
西
部

地
区
同
和
対
策
協
議
会
県
外
先
進

地
視
察
が
行
な
わ
れ
、
本
町
か
ら

は
6
名
が
参
加
し
、
徳
島
県
阿
南

市
の
同
和
行
政
を
視
察
研
修
し
ま

し
た
。

7
月
1
0
日
か
ら
8
月
9
日
ま
で

の
一
カ
月
間
を
部
落
解
放
月
間
と

し
て
、
国
民
的
課
題
で
あ
る
同
和

問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
て
全
国

的
に
様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

町
で
は
、
啓
発
ス
テ
ッ
カ
ー
を

全
戸
配
布
す
る
を
ど
、
啓
発
括
動

㊧

○
民
生

7
月
1
2
日
、
日
輪
闇
に
お
い
て

人
権
、
行
政
相
談
、
困
り
ご
と
相

談
を
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
催

で
行
い
ま
し
た
。

7
月
2
0
日
、
町
総
合
体
育
館
に

お
い
て
し
ゅ
う
と
め
会
運
動
会
を

開
催
、
8
5
名
が
参
加
し
て
ス
ポ
ー

ツ
を
と
お
し
て
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
検
診
を
7

月
5
日
か
ら
9
月
2
日
の
間
町
内

11
ヶ
所
で
、
結
核
、
肺
が
ん
検
診
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新
助
役
に
　
下
村
武
美
氏

新
収
入
役
に
　
藤
原
要
氏

こ
の
た
び
の
臨
時
議
会
で
は
、
呵
長
よ
り
、
空
席
と
な

っ
て
い
た
助
役
に
下
村
武
美
氏
（
前
収
入
役
・
佐
川
）
が
、

ま
た
、
収
入
役
に
は
藤
原
要
氏
（
前
総
務
課
長
・
荒
田
）

が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

〔
就
任
は
八
月
一
日
付
任
期
は
四
年
〕

報町府江

下村武美氏

収入役

藤原要氏

〔
略
　
歴
〕

昭
和
二
十
二
年
、
旧
江
尾
村
役

場
入
り
、
四
十
四
年
八
月
に
財
政

管
理
室
長
か
ら
収
入
役
に
就
任
、

収
入
役
五
期
。

〔
略
　
歴
〕

昭
和
二
十
八
年
、

町
役
場
入
り
、

企
画
、
民
生
課
長
を
経
て
六
十
一

年
四
月
よ
り
総
務
課
長
を
務
め
る
。

固定資産評価
審議委員に

棚田和三氏
8月16日付で任期満了と在

る固定資産評価審議委員、田

口茂氏（江尾）の後任として、

細田和三氏（江尾）が選任さ

れ、同議会で同意されました。

細田和三氏

及
び
一
般
健
診
を
7
月
1
0
日
か
ら

1
1
月
1
5
日
の
間
町
内
3
2
か
所
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

○
建
　
　
設

○
農
　
　
林

7
月
7
日
か
ら
7
月
1
2
日
ま
で
、

各
部
落
区
長
、
役
員
の
立
会
の
も

と
、
町
職
員
、
農
協
職
員
で
平
成

元
年
度
水
田
転
作
に
か
か
る
現
地

確
認
を
行
を
い
ま
し
た
。

平
成
元
年
度
の
豊
か
な
村
づ
く

り
全
国
表
彰
候
補
地
と
し
て
本
県

か
ら
御
机
地
区
が
日
野
郡
か
ら
初

め
て
選
定
さ
れ
、
7
月
1
9
日
に
中

国
四
国
農
政
局
に
よ
り
御
机
地
区

の
現
地
聞
き
取
り
調
査
が
行
を
わ

れ
ま
し
た
。

7
月
2
5
日
、
江
尾
、
宮
市
地
区

は
場
整
備
説
明
会
を
行
な
い
ま
し

た
。こ
れ
は
、
昭
和
5
8
年
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
江
尾
、
宮
市
地
区
の

県
営
は
場
整
備
に
つ
い
て
該
当
部

落
の
代
表
者
に
事
業
制
度
と
計
画

概
要
に
つ
い
て
説
明
し
、
再
度
各

部
落
で
再
検
討
の
上
、
是
非
こ
れ

を
実
施
す
る
よ
う
関
係
農
家
の
ご

理
解
ご
協
力
を
要
請
し
た
も
の
で

す
。

7
月
2
6
日
、
鳥
取
県
土
木
部
と

日
野
郡
4
町
長
と
の
懇
談
会
が
日

野
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
を

わ
れ
ま
し
た
。

土
木
行
政
に
つ
い
て
、
特
に
県

対
応
の
公
共
事
業
の
促
進
を
要
請

す
る
と
と
も
に
、
4
町
共
通
要
望

事
項
と
し
て
、

①
主
要
地
方
道
西
伯
根
雨
線
（
間

地
・
舟
場
間
ト
ン
ネ
ル
）
建
設

②
急
傾
斜
地
等
の
危
険
地
区
の
早

期
対
応

③
国
道
一
八
三
号
線
鍵
掛
峠
の
ト

ン
ネ
ル
施
行

ま
た
、
江
府
町
関
係
の
要
望
事
項

と
し
て
、

①
主
要
地
方
道
江
府
中
和
用
瀬
線

（
江
尾
橋
拡
幅
）
改
良

②
俣
野
川
下
蚊
屋
地
内
護
岸
整
備

を
要
請
し
ま
し
た
。

農
協
か
ら
高
原
み
そ
、
大
岩
酒
造

か
ら
地
酒
を
提
供
い
た
だ
き
記
念

品
と
し
ま
し
た
。

7
月
2
4
日
、
国
民
宿
舎
山
荘
甘

酒
茶
屋
に
お
い
て
平
成
元
年
度
江

府
町
観
光
協
会
総
会
を
開
催
、
会

員
5
1
名
の
出
席
に
よ
り
議
事
の
承

認
、
役
員
改
選
、
懇
親
会
を
行
を

い
ま
し
た
。

○
観
　
　
光

7
月
1
5
日
、
米
子
市
に
お
い
て

山
陰
路
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

特
産
品
ピ
ー
ア
ー
ル
と
し
て
、

○
教
　
　
育

7
月
7
日
、
米
沢
小
学
校
大
規

模
改
造
工
事
の
指
名
競
争
入
札
を

行
な
い
ま
し
た
。

落
札
業
者
　
株
式
会
社
谷
口
組

契
約
金
額
　
四
二
、
二
三
〇
千
円

7
月
1
6
日
、
第
4
4
回
日
野
郡
民

総
合
体
育
大
会
が
町
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
な
わ
れ
、
江
府
町
代
表

選
手
は
大
健
闘
し
ま
し
た
が
、
総

得
点
に
お
い
て
惜
し
く
も
3
位
に

終
り
ま
し
た
。

7
月
2
2
日
か
ら
1
泊
2
日
で
江

府
町
青
年
団
（
加
藤
義
也
団
長
）

1
3
名
が
西
ノ
島
町
を
訪
問
、
西
ノ

島
青
年
団
と
親
善
交
流
を
図
り
ま

し
た
。
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大会揃夜祭）オケ

▲詣浣蒜笹紬霹
＿納涼カラ

「子供天神ばやし太鼓」

江　　府　　町　　報

に伝える

8
月
1
6
日
・
1
7
日
の
両
日
、
恒

例
の
江
尾
十
七
夜
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

五
百
年
の
伝
統
を
持
つ
こ
の
祭

り
に
は
、
町
内
外
か
ら
一
万
人
を

超
す
見
物
客
が
訪
れ
、
心
配
さ
れ

た
雨
も
を
く
近
年
に
を
い
賑
い
と

な
り
ま
し
た
。

今
年
か
ら
前
夜
祭
の
十
六
日
に

は
、
交
通
遺
児
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
を
兼
ね
て
「
納
涼
カ
ラ
オ
ケ
大

会
」
が
行
を
わ
れ
、
各
事
業
所
の
代

表
者
が
自
慢
の
ノ
ド
を
披
露
し
ま

し
た
。
江
尾
城
太
鼓
の
打
ち
な
が
し
を

皮
切
り
に
仁
輪
加
を
は
じ
め
と
し
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た
様
々
を
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
な
か
、
久
連
山
に
　
「
十
七
夜
」

の
火
文
字
が
点
灯
さ
れ
る
と
祭
り

も
最
高
潮
に
達
し
、
上
之
段
広
場

で
行
を
わ
れ
た
「
こ
だ
い
ぢ
踊
り
」

の
踊
り
の
輪
も
一
段
と
膨
れ
あ
が

り
ま
し
た
。

花
火
の
集
中
打
ち
上
げ
も
行
を

わ
れ
し
ば
ら
く
の
間
は
、
み
を
夜

空
に
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

祭
り
に
参
加
す
る
人
、
祭
り
を

見
学
す
る
人
、
露
店
を
楽
し
む
人
、

祭
り
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
人
…
…

祭
り
の
楽
し
み
方
も
い
ろ
い
ろ
で

す
が
、
こ
の
十
七
夜
も
夜
更
け
と

共
に
終
り
を
告
げ
た
よ
う
で
す
。

▲江美城を照らす
“名月”

ト
五
百
年
の
伝
統
を
受
け
つ
ぐ
十
七
夜
代
表
行
事

「
こ
だ
い
ぢ
踊
り
」
　
（
上
之
段
広
場
）

▲
船
谷
川
に
点
灯
さ
れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
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奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
冊

集
落
共
同
労
役
災
害
補
償
制
度

ロ
民事町府江

集
落
経
営
の
う
え
で
共
同
労
役

（
出
役
）
は
不
可
欠
な
役
割
り
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
高
齢
者
家
庭
の
増
加
、
婦
人

参
加
の
増
加
な
ど
様
々
な
課
題
を

提
起
し
っ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
で
は
昨
年
民
間
保

険
会
社
と
共
同
で
災
害
補
償
制
度

を
条
例
化
、
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
補
償
金
額
は
最
高
一
千
万
円

で
、
保
険
料
は
一
日
一
人
役
五
十

円
（
内
、
二
十
五
円
は
町
負
担
）

で
す
。

Q
二
二
㌦
二
㌦
二

い
た
の
で
す
が
。

A
摘
開
閉
鵬
飢
用
机

6
0
歳
に
な
れ
ば
、
希
望
す
る
年
齢

か
ら
繰
上
げ
て
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
額
は
6
5

歳
に
達
し
た
方
が
受
け
ら
れ
る
年

金
額
か
ら
一
定
の
割
合
で
減
額
さ

れ
、
受
給
率
は
表
の
と
お
り
で
す
。

（
6
6
歳
か
ら
増
額
し
て
受
け
と
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
）

＊
た
だ
し
、
繰
上
げ
支
給
を
受
け

る
と
、
次
の
よ
う
な
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
期
間

の
あ
る
人
に
6
0
歳
か
ら
支
給
さ
れ

る
特
別
支
給
の
年
金
が
、
繰
上
げ

請
求
し
た
と
き
か
ら
∬
歳
ま
で
支

給
停
止
さ
れ
ま
す
。

②
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、

繰
上
げ
請
求
し
た
と
き
か
ら
∬
歳

ま
で
遺
族
年
金
が
支
給
停
止
さ
れ

ま
す
。

③
繰
上
げ
請
求
を
し
た
あ
と
障
害

に
な
り
、
程
度
が
重
く
て
も
障
害

年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

④
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

＝
∴

／すき
い
り
ノ診nHH秘

選 挙 一 口 メ モ マ ン庵

（1）
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▽
保
険
婦
か
ら
ひ
と
こ
と
…
…
健
診
を
う
け
た
あ
と
で

平成元年9月5日発行報町府江

平
成
元
年
度
の
健
康
診
査
も
終

わ
り
か
け
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
受

診
さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

受
診
さ
れ
て
、
『
異
常
な
し
』
の

人
～
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
の
健
診
を
受
け
ら
れ
た
時
点

で
は
、
健
康
体
と
い
っ
て
よ
い
で

し
ょ
う
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
身
体
は
常
に

変
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
油
断
し

て
、
不
規
則
、
不
摂
生
な
生
活
を

し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
0次
に
　
『
要
精
密
』
　
の
人
～
病
院

で
詳
し
い
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
か
。

江
府
町
の
健
診
で
は
、
き
ち
ん
と

し
た
結
果
が
で
ま
せ
ん
の
で
、
こ

わ
が
ら
な
い
で
病
院
で
検
査
を
し

て
下
さ
い
。

＝
貧
血
気
味
と
い
わ
れ
た
人
＝

貧
血
は
、
体
内
の
各
臓
器
や
組
織

に
酸
素
を
供
給
す
る
血
液
中
の
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
の
減
少
で
、
体
内
が

酸
欠
状
態
に
在
り
お
こ
り
ま
す
。

ま
ず
、
貧
血
が
あ
る
と
い
わ
れ
た

方
は
必
ず
精
密
検
査
を
受
け
て
、

そ
の
原
因
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ

と
で
す
。

又
、
日
常
生
活
に
お
い
て
は
食
生

活
の
工
夫
で
鉄
分
を
補
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

①
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
外
食
を

控
え
偏
食
を
を
く
す
。

②
良
質
を
眉
白
質
を
食
べ
る
。

（
肉
・
魚
・
大
豆
・
卵
・
乳
製

品
な
ど
）

③
鉄
分
を
多
く
含
む
食
品
を
と
る
。

（
牛
肉
・
レ
バ
ー
・
魚
・
大
豆

い
も
類
・
海
草
類
な
ど
）

④
葉
酸
▲
ビ
タ
ミ
ン
C
・
ビ
タ
ミ

ン
鮎
を
多
く
含
む
食
品
を
と
る
。

（
緑
黄
色
野
菜
・
果
物
・
レ
バ

ー
・
貝
類
・
海
草
類
な
ど
）

⑤
鉄
製
の
調
理
器
具
を
使
う
。

な
ど
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

貧
血
の
症
状
が
重
い
場
合
に
は
、

鉄
剤
を
内
服
す
る
か
、
静
脈
注
射

で
鉄
分
を
投
与
さ
れ
ま
す
。

鉄
剤
の
内
服
を
始
め
る
と
、
約
四

週
間
で
症
状
が
消
え
ま
す
が
、
か

ら
だ
が
完
全
に
回
復
す
る
に
は
、

さ
ら
に
数
か
月
内
服
を
続
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
途
中
で
中
断
す

る
と
、
再
発
す
る
こ
と
に
在
り
ま

で
し
ょ
う
。

お
茶
に
含
ま

れ
て
い
る
タ

ン
ニ
ン
が
鉄

の
吸
収
を
妨

げ
る
こ
と
が

あ
る
か
ら
で

す
。
服
用
す
る
と
き

●鉄製の調理器具を使う

調理器具から、鉄分の摂取が

期待できる。酢やトマトケチャ

ップを使って調理するとさらに

効果的。

は　又す
ヽ　　　ヽ　　　0

鉄
剤
を
服
用
す
る
前
後
3
0
分

お
茶
を
控
え
た
ほ
う
が
よ
い

き
は
、
白
湯
か
水
で
飲
め
ば
心
配

あ
り
ま
せ
ん
。

＝
肥
満
気
味
と
い
わ
れ
た
人
＝

最
近
は
、
多
少
小
太
り
の
ほ
う
が

健
康
的
で
寿
命
も
長
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
太
り
す
ぎ
る
と
内

臓
に
負
担
が
か
か
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
障
害
を
起
こ
す
の
は
事
実
で
す
。

こ
ん
を
食
べ
方
を
す
れ
ば
確
実
に

太
り
ま
す
。

○
よ
く
か
ま
を
い
で
ガ
ツ
ガ
ツ
食

ベ
る
。

○
お
腹
一
杯
食
べ
な
い
と
気
が
す

ま
な
い
。

○
食
べ
を
が
ら
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、

新
聞
を
読
む
。

○
夜
食
を
欠
か
さ
を
い
、
夕
食
豪

華
主
義

○
手
近
に
甘
い
物
を
ど
を
置
き
、

間
食
、
つ
ま
み
食
い
が
多
い
。

○
酒
が
入
る
と
つ
い
食
べ
す
ぎ
る
。

○
週
末
は
ゴ
ロ
ゴ
ロ
寝
て
、
食
べ

て
ば
か
り
い
る
。

○
朝
食
は
ほ
と
ん
ど
食
べ
を
い
。

あ
な
た
は
ど
う
で
す
か
。

そ
こ
で
肥
満
を
予
防
す
る
八
つ

の
コ
ツ

①
一
日
三
食
を
き
ち
ん
と
と
る
。

同
じ
量
を
食
べ
る
を
ら
、
食
事

回
数
の
多
い
ほ
ど
、
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
増
え
、
減
量
に
効
果

的
。

②
ゆ
っ
く
り
と
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
。

一
回
の
食
事
時
間
を

る
食
物
繊
維
は
便
秘
予
防
や
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
抑
え

る
。

④
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
な
い
。

高
カ
ロ
リ
ー
の
う
え
に
、
食
欲

増
進
作
用
も
あ
る
。

⑤
間
食
（
と
く
に
甘
い
も
の
）
を

控
え
る
。

果
物
も
と
り
す
ぎ
に
注
意
。

⑥
こ
ま
め
に
か
ら
だ
を
動
か
す
習

慣
を
一
日
二
〇
〇
～
三
〇
〇
カ
ロ
リ

ー
の
運
動
を

⑦
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

や
け
食
い
は
厳
禁

⑧
週
に
一
度
は
体
重
チ
ェ
ッ
ク
を

標
準
体
重
に
近
づ
く
た
め
の
自

己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
手
が
か
り

に
。

こ
れ
か
ら
〝
食
欲
の
秋
〃
誘
惑
に

負
け
を
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

長
く
す
れ
ば
、
少
な

い
量
で
満
腹
感
を
得

ら
れ
や
す
く
な
る
。

③
肉
中
心
か
ら
魚
・
野

菜
中
心
の
食
生
活
に

と
く
に
海
草
類
や
野

菜
類
に
含
ま
れ
て
い
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わ
だ
　
い

蚤ママ
さ
ん
自
転
車
溝
口
地
区
大
会

安
全
運
転
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
実
践
〃
‥

報町府江第226号

7
月
3
0
日
、
岸
本
町
に
お
い
て

交
通
安
全
マ
マ
さ
ん
自
転
車
溝
口

地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
7
回
目
を
む
か
え
る
こ

の
大
会
に
、
江
府
町
か
ら
は
江
尾

小
P
T
A
母
の
会
、
明
倫
小
P
T

A
母
の
会
の
2
チ
ー
ム
が
参
加
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
ま
し
た
。

競
技
は
、
交
通
規
則
、
道
路
標

識
及
び
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方

の
常
識
に
つ
い
て
の
学
科
テ
ス
ト

と
実
技
テ
ス
ト
か
ら
在
り
、
い
ず

れ
も
減
点
方
式
で
行
を
わ
れ
、
個

人
得
点
と
団
体
得
点
で
競
わ
れ
ま

し
た
。
採
点
の
結
果
、
明
倫
小
P
T
A

母
の
会
チ
ー
ム
が
団
体
で
2
位
に

入
賞
し
、
8
月
2
0
日
に
行
な
わ
れ

た
鳥
取
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

県
大
会
で
は
、
健
闘
し
ま
し
た

が
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。

出
場
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
江
尾
小
P
T
A
母
の
会
チ
ー
ム

（
引
率
者
中
川
久
美
子
さ
ん
）

森
　
田
　
伸
　
子
さ
ん

水加中

阻
　
由
美
江
さ
ん

藤
　
千
枝
美
さ
ん

下
　
恵
利
子
さ
ん

◎
明
倫
小
P
T
A
母
の
会
チ
ー
ム

（
引
率
者
加
持
谷
多
栄
子
さ
ん
）

林
　
　
　
貴
　
子
さ
ん

鷲徳nH力

藤岡見

道
蕗
は
き
れ
い
に
・
大
切
に

「
八
月
十
日
・
道
の
日
」
一
斉
清
掃

お
盆
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

8
月
9
日
、
鍵
掛
峠
、
南
大
山
大
橋

な
ど
3
か
所
の
展
望
台
で
、
根
雨
土

木
事
務
所
、
役
場
お
よ
び
町
内
建
設

業
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ

り
、
一
斉
清
掃
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
「
8
月
1
0
日
・
道
の

日
」
に
あ
わ
せ
、
安
全
で
美
し
い

道
路
の
維
持
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
向
上
を
呼
び

か
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
な

わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
日
も

2
時
間
ほ
ど
の
作
業
で
ご
み
や
空

岳
が
四
十
袋
も
集
ま
り
ま
し
た
。

ご
み
や
空
缶
の
ポ
イ
捨
て
は
や

め
、
持
ち
帰
る
か
所
定
の
場
所
に

き
ち
ん
と
捨
て
、
道
路
を
汚
さ
な

い
よ
う
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

▲江尾小PTA母の会チーム

▲明倫小PTA母の会チーム

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◇
水
理
観
測
二
十
年
表
彰
◇

町
立
米
沢
小
学
校

第
4

1
回
国
土
建
設
週
間
（
7

月
10
日
～
1
6
日
）
に
あ
た
り
、

7
月
1
4
日
付
で
中
国
地
方
建
設

局
長
か
ら
米
沢
小
学
校
（
生
田

碩
校
長
）
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

米
沢
小
学
校
は
昭
和
4

3
年
9

月
に
水
理
観
測
員
に
委
嘱
さ
れ

て
以
来
2
0
年
間
に
わ
た
り
御
机

雨
量
観
測
所
の
自
記
雨
量
計
の

観
測
業
務
に
従
事
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
た
び
の
表
彰
は
、
そ
の
永

年
の
業
務
の
功
績
に
対
し
て
行

を
わ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
観
測
業
務
に
よ
り
得
ら

れ
た
貴
重
な
資
料
は
、
日
野
川

河
川
改
修
等
の
基
礎
資
料
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
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人の動き

7月届け

㊧■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

小
江
尾
篠
田
正
志
8
1
歳
賓
宅

下
安
井
三
輪
永
治
9
4
歳
操
宅

美
用
川
上
理
敬
5
4
歳
芙
美
子
宅

柿
原
加
藤
茂
7

8
歳
泰
久
宅

本
一
富
田
英
一
5
9
歳
ア
ヤ
子
宅

新
二
宮
尾
富
貴
代
9
0
歳
千
鳥
宅

艮幸町府江

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

荒
　
田
　
永
井
勇
気
　
達
也
長
男

久
　
連
　
高
野
伸
也
　
敏
幸
長
男

洲
河
崎
　
浦
部
挿
入
　
　
実
二
男

▽
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

徳
原
　
義
雄

加
藤
　
美
恵

中
川
　
和
幸

松
本
み
ゆ
き

吉
川
　
邦
彦

岩
本
　
典
子

梅
田
　
克
志

奥
村
美
奈
子

塚
澤
　
正
人

妹
尾
恵
利
香

新
見
　
和
人

中
尾
　
節
子

大
橋
　
　
進

宮
屋
敷
ハ
マ
子

久
保
田
　
満

奥
田
　
美
鈴

））））））））

西
伯
郡
日
吉
津
村

杉
谷
か
ら

江
尾
日
野
郡
日
野
町
か
ら

武
庫
三
重
県
熊
野
市
か
ら

下
蚊
屋

大
阪
市
西
区
か
ら

米
子
市

吉
原
か
ら

吉
原
長
崎
県
南
松
浦
郡
か
ら

佐
川

鹿
児
島
県
指
宿
市
か
ら

大
阪
府
貝
塚
市

柿
原
か
ら

．
〓

小二へh

7月中寄託分

■
香
典
返
し
と
し
て

小
江
尾
　
篠
田
　
膏
　
殿

（
父
正
志
様
ご
逝
去
）

実
用
　
　
川
上
　
芙
美
子
　
殿

（
夫
理
敬
様
ご
逝
去
）

下
安
井
　
三
輪
　
操
　
殿

（
父
永
治
様
ご
逝
去
）

本
四
　
　
住
田
　
ひ
さ
よ
　
殿

（
夫
米
太
郎
様
ご
逝
去
）

柿
原
　
　
加
藤
　
　
泰
久
　
殿

（
父
茂
様
ご
逝
去
）

新
二
　
　
宮
尾
　
　
千
鳥
　
殿

（
義
母
富
貴
代
様
ご
逝
去
）

本
一
　
富
田
　
ア
ヤ
子
　
殿

（
夫
英
一
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

本
三
　
　
足
立
　
　
琴
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
田
　
　
車
　
　
美
幸
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

富
市
　
　
末
次
　
澄
男
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
　
川
上
　
正
武
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
二
　
　
加
藤
　
夏
枝
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

荒
田
　
　
林
　
喜
代
隆
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
五
　
　
川
端
　
秀
一
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
　
西
古
　
芳
枝
　
殿

（
ご
本
人
梯
退
院
）

下
蚊
屋
　
小
椋
　
救
宣
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
四
　
　
井
上
　
廉
女
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

◇
菓
子
博
名
誉
会
長
賞
受
賞
◇

「
そ
ば
ま
ん
」

石

原

忠

哉

氏

第
2
1
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会
（

4
月
2
3
日
～
5
月
1
4
日
・
松
江
市

）
で
、
石
原
忠
哉
氏
（
新
道
）
出

展
の
「
そ
ば
ま
ん
」
が
名
誉
会
長

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
博
覧
会
は
四
年
ご
と
に
開

か
れ
、
こ
の
度
は
全
国
か
ら
一
万

六
千
業
者
が
出
展
。

七
月
二
十
日
、
鳥
取
市
で
伝
達

式
が
行
を
わ
れ
受
賞
者
に
楯
と
賞

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
石
原
氏

は
三
回
目
の
出
展
で
こ
の
栄
誉
に

輝
か
れ
た
も
の
で
す
。

‥
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会
…

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
六
月
末
累
計
額

六
一
六
、
一
八
三
円

2
、
七
月
中
寄
託
額

二
九
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
一
四
五
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
祝
一
四
五
、
〇
〇
〇
円

3
、
支
出
額
　
　
な
　
し

4
、
七
H
末
累
計
瀬

九
〇
六
、
一
八
－
二
日

人口と世帯
（7月31日現在）

総人口　4，744人（前月比－2

男　2．278人

女　2，466人

世帯数1、232世帯

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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佐
　
川
　
三
浦
頼
治
8
8
歳
俊
江
宅

小
江
尾
　
濱
田
と
み
よ
8
6
歳
　
芳
宅

本袋久

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

御柿新

机原道

梅
林
耕
基
　
茂
樹
二
男

奥
田
竜
成
　
功
司
長
男

伊
達
情
二
　
俊
彦
二
男

りがとう　「　　二原連

8月中寄託分

田
中
清
子
76
歳
辰
治
郎
宅

千
藤
静
子
8
3
歳
正
宅

岡
本
朝
子
7
0
歳
朝
子
宅

町

日
ノ
詰
　
遠
藤
晃
司

池
ノ
内
　
南
波
知
香

∇
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

省
治
長
男

智
則
長
女

江　　府

桧
原
　
明
彦

太
田
く
み
子

妹
尾
　
寛
仁

馬
場
　
貴
子

加
藤
裕
次
郎

坂
口
　
靖
子

丸
山
　
　
均

佐
々
木
真
理

川
端
　
　
亘

海
老
原
ル
ミ

）））））

俣
野
岩
美
郡
国
府
町
か
ら

吉
原
兵
庫
県
洲
本
市
か
ら

熊
本
県
八
代
市

江
尾
か
ら

東
京
都
世
田
谷
区

洲
河
崎
か
ら

江
尾

宮
崎
県
東
諸
県
郡
か
ら

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

［
●
香
典
返
し
と
し
て

小
江
尾
　
篠
田
　
覚
　
殿

（
父
　
工
様
ご
逝
去
）

（
母
　
昭
子
様
ご
逝
去
）

小
江
尾
　
濱
田
　
芳
　
殿

（
母
　
と
み
よ
様
ご
逝
去
）

佐
川
　
　
三
浦
一
哲
殿

（
父
　
頼
治
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

下
蚊
屋
　
小
椋
　
啓
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

富
市
　
　
中
川
　
正
美
　
殿

「
ふ
る
さ
と
」
音
楽
賞
作
品
募
集

日
本
創
作
量
鵬
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
一
斉
司
法
書
士

法
律
無
料
相
談

鳥
取
県
を
ど
の
主
催
に
よ
り
、

県
出
身
の
童
謡
・
唱
歌
の
音
楽
家

の
業
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、

2
1
世
紀
を
担
う
子
供
た
ち
の
夢
を

育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
新
し

い
童
謡
（
作
詞
・
作
曲
セ
ッ
ト
）

の
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ふ
る
っ
て
応
募
し
て
下
さ
い
。

○
募
集
テ
ー
マ
　
「
ふ
る
さ
と
」

○
応
募
方
法

A
3
版
の
五
線
紙
に
メ
ロ
デ
ィ

ー
と
歌
詞
を
記
入
、
別
に
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き
で
詞

だ
け
を
記
入
（
詳
し
く
は
、
作

品
募
集
要
項
を
応
募
・
問
合
せ

先
ま
で
御
請
求
く
だ
さ
い
。
）

○
賞
金「
ふ
る
さ
と
」
音
楽
賞

五
十
万
円
二
編
）

優
秀
賞
　
十
万
円
（
二
編
）

佳
作
　
　
三
万
円
（
三
編
）

○
応
募
・
問
合
せ
先

県
庁
文
化
国
際
課
内
「
童
謡
・

唱
歌
の
ふ
る
さ
と
鳥
取
」
企
画

実
行
委
員
会
事
務
局

（
℡
0
8
5
7
㈹
7
0
7
9
）

○
締
切
平
成
元
年
1
0
月
2
0
日
（
金
）

○
と
き

平
成
元
年
1
0
月
3
日
（
火
）

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

○
と
こ
ろ

共
済
福
祉
会
館

米
子
市
加
茂
町
2
丁
目
1

0
1

0
相
談
内
容

登
記
、
供
託
、
訴
訟
書
類
の
作

成
等
、
司
法
書
士
の
業
務
に
関

す
る
相
談

○
聞
合
せ
先

鳥
取
市
西
町
2
丁
目
4
1
9

鳥
取
県
司
法
書
士
会

℡
0
8
5
7
伽
7
1
0
3

・
後
援

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会

第226号

小
江
尾
　
篠
田
　
工
6
3
歳
　
覚
宅
　
　
吉
原

小
江
尾
　
篠
田
昭
子
6
1
歳
　
覚
宅

（
ご
本
人
様
退
院
）

野
坂
　
達
郎
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

池
ノ
内
　
木
山
　
憲
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
二
　
　
松
原
　
智
恵
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

乗
尾
　
　
加
藤
　
建
郎
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

杉
谷
　
　
末
次
　
金
美
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
三
　
　
川
上
　
雄
右
　
殿

（
次
女
陽
子
様
退
院
）

富
市
原
　
渡
部
美
千
栄
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
二
　
　
福
田
　
久
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

池
ノ
内
　
松
本
　
良
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

美
用
　
　
下
垣
　
岩
雄
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
田
　
　
遠
藤
　
孝
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
田
　
　
森
田
　
愛
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
原
　
　
砂
口
　
倭
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

…
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会
＝

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
七
月
末
累
計
額

九
〇
六
、
一
八
三
円

2
、
八
月
中
寄
託
分

二
四
五
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
祝
一
四
五
、
〇
〇
〇
円

3
、
支
出
額
　
　
な
し

4
、
八
月
末
累
計
額

一
一
五
一
、
一
八
三
円

Soumu
四角形

Soumu
四角形


